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母 な る 大 地 ・MollyBloom
永 原 和 夫
ρ
Pθ ηθZopeistheclouofthebook.The丘rstsentencecontains
2500words.Thereareeightsentencesintheepisode.Itbe-
ginsandendswiththefemalewQrd距s.Itturnslikethehuge
earthballslowlysurelyandevenlyroundandroundspinning.
1tsfourcardinalpointsbe三ngthefemalebreasts,』arse,womb
and.cuhtexpressedbythewordsbθcαz薦θ,わo'`oηL(inallsenses,
ottohlbutton,bottomoftheglass,bottomofthesea,bot-
tomofhisheart)ωo〃zα π,yθs.Thoughprobablymoreobsoene
thananyprecedingepisodeitseemstometobeperfectlysane
fullamoralfertilisableuntrustworthyengagingshrewdlimit-
edprudentindifferentWθ`わ.1bゐb`πdαsFτ θ`scん 〔1αss`θ`s
b¢1'α配.
-JamesJoyce1}
(1)
MollyBloomが あ らゆる矛 盾対立を呑み込んで死 と再生を くり返す母な る
大地,"Gea.Te11us,fu1餌ed,'recumbent,bigwithseed"(735)2}であ るとい う
解釈 は,"Penelope"挿 話 が始 ま る前 か ら与え られて いる。 なぜな らわれわれが
硯 ッssθsの 最 後で彼女 の長 い独 白を読む まで,彼 女の 口ご もったことばが二,
三 あるだけで,わ れわれ はLeopoldBIQomの 情熱 とダブ リンの男 たちの渇望
か ら,否 応 なしに彼女を性の女神 に仕立て しまうのだ。`?e駆elope"を αッ38θ3の
原 稿 受 領 日1983年5月25日
1)FromalettertQFrankBudgen,August16,1921.ム θ琵θrs(ゾJdmトesJoッ σe,
ed。,βtuartGilbert(NewYork:Viking,1966)1:170.
2)テ キ ス トはTheModernLibrary,1961を 用 い,referenceは 本 文 中 に カ ッ コ で
」
示 した 。
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最後を飾 るにふ さわ しい挿話 に して いるの は,Joyceが きわめて通俗的 な女性
を材料 に"theearthwhichisprehumanandpresumablyposthuman・3)を創
造 したす さま じい想像力で ある。 しか しHughKennerの 厳 しい否定的解釈以
降,彼 女を現実 に引 きもどす試みが くり返 しなされて いる4)。Molly批 判はどれも
初期のMolly賛 美 に共 通 に見 られ る感傷 的態度を覆すに十分な破壊 力を持 っ
て いるが,あ ま りに も禁欲的 にテキス トの表面に固執 し,Mollyの 現実 的な面
を強調 しずぎ るきらいがあ る。"Penefope"が 他 の挿 話 との関連性 が比 較的少
な く,単 独で扱え る独 自性をそなえているよ うに見えて も,こ の挿話 は全体 の
一部であ り,Mollyの 象徴性 はUZッs8θ8の 穏 やかな展開が最後 に要求す るもの
であ る。
われわれがLeopoldBloomを 初めて 見 る時,彼 は薄暗 い地 下の台所を動 き
まわ って妻 のために朝 食の準備を し,Mollyは 寝 乱れ たベ ッ ドでポルノ小説の
ペー ジを茶に浸 した指 でめ くってい る。やがて姦夫BlazesBoylanのMolly宛
の手紙が届 く。服 従的な夫 は妻のために ロ腎 シ ョンを求め,新 しい小説 を与え
3)FromalettertoHarrietShawWeaver,February8,1922.ム θご`θr5qf
J血mθsJoッcε,1:180.
4)HughKenner,D砿 わZ`パsJoッee(London;Chatto&Windus,1955),p.262.
初 期 のMolly賛 美 に は 次 の よ う な も の が あ る,StuartGilbert,Jdれθs♂oyoeも
びZッ88θs'A&μdン(London:Faber&Faber,1930;r臼printedNewYork:
RandomHQuse,Vintage,1956);FrankBudgen,Jhπ 乙esJoyceα π(オ`んe
瞼 翫rLg(ゾ び砂sses(Bloomingtop:IndianaUnivθrs圭tyPress,1960);
HarryLevin,Jh〃LθsJoッoθ(Norfork,Conn.:NewDirections,1941;
reprinted,1961);R.P.Blackmur,"TheJewinSearchofaSon."Vビrg煽 α
⑭ αrεerZyReu`eω24(JaDuary1948):96-116;WilliamYorkTinda11ラ
」α〃LθsJoツce'17εsWα ツ(～μ π歓 ρr召伽8漉 θModθrηWorZd(NewYork;
Scribner's,1950;reprinted,NewYork:Grove,1960).1960代ま で のMolly
批 評 はPhillipHerring,"TheBedsteadfastnessofMollyBlooln,"Mo6θm
F`cε`oηS旗d`es15(Spring1969>:49-62に要 約 さ れ て い る が,次 の3点 は 最 近
の 優 れ た 研 究 で あ る,DavidHayman,"TheEmpricalMolly,"、4ρproαc舵s
εoσZッs8es,ed.,ThomasF.Staley&BernardBenstock(Pittsburgh:
UniversityofPittsburghPress,1970),pp.103-136;MarilynFrench,Tんe
βooん α8膨orZd」 ゐmεsJoッcθ も α ッs3θs(Ca皿bridge,Mass:Harvard
UniversityPress,1976);ElaineUnkeless,"TheCon▽entiQnalMolly
BIQom,"1研omeπ 加Joyce,ed。,SuzetteHenke&ElaineUnkeless(Ur-
bana:UniversityofIllinoisPress,1982),pp.150」168.
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るために書店に立寄る。32歳 のMollyBloomは 豊満な肉体のスペイン系ユダ
ヤ人で,』ダブリンでは名前を忘れ られない程度の歌手である。東方の国々にあこ
がれるBloomは ベールでなかば顔を被った妻の黒髪に魅了され,妻 のために
下着を買おうと思 う。彼が渇望 と賞賛と畏敬をこめて言及するMollyは,常 に
その暖かい肉体か ら立ちのぼる匂で包まれている。初めて妻が身をまかせた時
の興奮をBIQomが 思い出す時,わ れわれ も彼と一緒に興奮する。
WildlyIlayonher,kissedher;eyes,herlips,herstretched
neck,beating,woman'sbreastsfullinherblouseofnun's
veiling,fatnipplesupright.HotItonguedher.Shekissed
me.Iwaskissed.Allyieldingshetossedmyhair.Kissed,she
kissedme.(176)
こ の 異 常 な 興 奮 は 妻 が 寝 取 ら れ る苦 痛 に よ る も の だ が,彼 はMollyの 欲 望 は 抗
しが た い と思 う。"Ithaca"挿 話 で 彼 は 妻 の 不 貞 を"asnaturalasanyand
everynaturalactofanature"(733)として"equanimity"をも っ て 受 け い れ,
"th
eplumpmellowyellowsmellowmelonsofherrump,oneachplump
melonoushemisphere"(734)に接 吻 して 眠 り に つ く。
ダ ブ リ ン の 男 た ち がMollyに い だ く 印 象 もBloomの 渇 望 と 大 差 な い 。John
HenryMentonは,16年も前 に,Bloomが 当 時 求 愛 中 のMollyをMatDillon家
の 舞 踏 会 で 抱 い た 記 憶 を 思 い 出 して,"Shewasa丘nelookingwoman._Anda
goodarmfulshewas_.Shehadplentyofξameinherthen."と云 う ,Ned
Lambertは"HasstilL"と答 え る(106)。Mad琶mBloomを"Thevocalmuse.
Dubli募'sprimefavourite・"と0'MaddenBurkeがも ち あ げ る と・Lenehanは
"0
,forafreshofbreathair!Icaughtacold.inthepark・Thegatewas
open."(135)と 狸 褻 な 暗 示 を こ め て 両 義 的 な 返 事 を す る 。 彼 は グ レ ン ク リ ー の
慈 善 晩 餐 会 の 帰 途,馬 車 の 中 でMollyの"amplecurves"を弄 ん だ こ と が あ る
(234-235)。"Thewifehasa丘nevQice.Orhad.Wkat?"とLidwel1がMr.
Dedalusに 尋 ね る と,"Verア.Thelowerregi白ter,forchoice."とMr.Dedalus
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は答 える(289)。 彼はBloomがCityArmsHotelに住 んで いたころ,Molly
は貸 衣 裳 以 外 の 商 売 も していた と信 じてい る。"Cyclops"の 話者 はMollyと
Boylanの ことを知 ってい る。"Hohobegob,saysItomyself,saysI.That
exかlainsthemilkinthecocoanutandtheabsenceofhairontheanimars
chest.Blazesdσing'thetootleontheflute_.That'sthebuckothat'll
organiseher,takemytip"(319).ダブリンの男 たちはほ とんどすべてMolly
の ことを性的 ことばを屠 いて話す。彼 らに とってMollyは,そ の歌声 で男 をお
びきよせ るwhore/goddessで ある。
"lthaca"挿 話 に列記 されて いるMollyの25人 の恋人(731)の 矛盾を指摘
す るのは易 しい5)。Bloomの 一覧表 はこの挿話特有の疑似科学 的な客観性 を装
ってはい るが,彼 の主観的妄想 にす ぎないのは,Mollyの 内的独白で熱 い抱擁
を交 した と述 べ られて いるStanleyGardnerの 名前が一覧表か ら脱 落 してい
ることを 指摘 す れ ば十 分 で あ る。Mollyの 独 白にはBloomが あげてい る25
人の うち18人 が登 場す るが,Boylanの 外,Mollyの 初恋の中尉HarryMu工vey
を除 けば,す べての男性 に対 しきっぱ りと批判的な態度 を とって いる。Bloom
の一覧表 にあ るイタ リア生れの風琴奏 きや中央郵便局前の靴磨 きな どは身分が
違 いす ぎる。またBoylanと のセ ックスが比較 されて いるのがBloom一 人であ
る こと,彼 女の夜の瞑想が異 常な興奮状態 にある ことか ら推 して も,Bloomの
留守 にMollyの ベ ッ トに実際 に入 ったのはBoylanが 最初で あるとす る,多 く
の研究者の結論に異を唱え るものではない。
しか し,彼 女の人生を色 どる男性 がBlgomの 前 に1人,後 にせ いぜ い3人
にす ぎず,Bartelld'Arcyと ぽ聖歌台の昇 り口での一度 の接吻,Mulveyと
Gardnerと はpettingの 域を 出ていないか らとい ってMollyが 痩せ た畑で あ
る ことを意味 しない。彼女 に何人の恋人 がいたか知 りえない し,ま たそんな こ
とはど うで もよい ことだ。われわれが驚 かなければな らないのは,彼 女 の恋 人
たちがMollyの 生 命 にいまなを深 く広大な領域 を占め,彼 女 を熱 い思 いにさ
5)RobertMartinAdams,S窃晦cθ 飢4SymわoZ,跣 θσo几s醜eηcッ(ゾ」也mes
Joンcε「sひZy8ses(NewYork:OxfordUniversityPress,1962),pμ35-43
でこの問題は初めて本格的に取りあげられた。
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せ ることであ る。 彼 女 の 欲 望 は15歳 め 初恋 の時 もいま も変 りない,そ して彼
女 にとって男はすべ てheな のだか らその欲望 は無 尽蔵 であ る。Mollyの 心は
別れたばか りのBoア1anを 離 れ,Bloomの 話 に刺激 されて若 い詩人大学教 授,
StephenDedalusへ と向 って いる。抱いて接 吻 して くれ る人な らジプシーで も
牧師で も,海 か らあが ったばか りの船員で も殺人 者でも,誰 でもよい,場 合 によ
って は塑像を相手に して もよいと思 う。
ofoourseawomanwantstobeembraced20timesadayal-
mosttomakeherlookyoungnornatterbywhosolongaβto
beinIoveorlovedbysomebodyifthefellowyouwantisnt
there(777)
theredbesomeconsolationforawomanlikethatlovelylit-
t工estatueheboughtIcouldlookathimallday王ongcurly
headandhisshouldershisfingerupforyQutolistentheres
realbeautyandpoetryforyouIoftenfeltIwantedtokiss
himalloveralsohislovelyyoungcocktheresosimplyI
wouldntmindtakinghiminmymouth(775-776)
Mbllyを 豊饒の大地 の象徴 にす るのはこの大 らか な動物的欲望である。土 の
多産性 と女性 の多産性 との間につなが りを認め るの は,農 耕社会の顕著 な特徴
の一 つであ り,生 殖行為 と農耕作業 との同～視 は,古 代か らの,し か も広 く流
布 してい る直観 である。 多 くの未開民族 は,今 日で もなお,大 地を豊饒肥 沃に
す るたあ に,生 殖器 をかた どった ま じないの護符 を用いて いる ことはよ く知 ら
れて いる6,。A.WaltonLitzは"Penelope"の特 徴を暗示す る"gynomorphic"
という語がJoyceの σZツssesNotesheetsの 中にあ るの に注 目して,こ の挿話の
形式は女性生殖器 を模 してい ると云 っている7)。"Penelope"で はすべてが性的
6)ミ ル チ ャ ・エ リア ー デ,r悪 魔 と両 性 具有 』,宮 治 昭訳,エ リァ ー デ著 作 集6(東 京,
せ りか 書 房,1974),pp.134-174.
7)Theゑ 欝qノ 」伽 εsJoツcε'漉 ぬ ・rdα πdDθsε9π`π σZツssesα 認Fε ル
ηθgαπs肱 んε(NewYork:OxfordUniversityPress,1963),pp,45-46.
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傾向 を帯びてい る。 ここでは性愛 のあ らゆる形態 と行 為がきわめて率直,具 体
的 に述べ られ る。性を"onlynature"と 考 え るMollyに とって顔 を赫 らめな
ければな らないよ うな性行 為 など一 つもない。原始的 なMollyはmasturbation
とかcoitusinterruptus,cunnilingus,manualstimulationなどといった語 を
知 らない。Penisもcuntも 用 いない。Vaginaは 医者 と上流階級の婦人 とが使
う符牒で ある(770)。 彼 女に とって交接 とは"that"で あ り,orgasmは"tolet
myselfgowithandcome"であ る(754)。 このよ うな原 始的遠曲語法 は性 を
sophisticateす るのではな く,.具 体化す る。
Joyceが 性 を直視せず にい られないの は,Petrarch以 来の ヨー ロッパ文学 の
伝統 に従 って,彼 が男女関係 によ って世界観 を表 現す る作家だか らである。男
と女の絆 は,彼 と世界 の絆だ とす る思想 はご く一般 的であ り,Bloomで さえそ
れ を詩 に書 いてい る。
、'
Dθ αrθr拘r漉 αηSOπgorω 加 θ,
yb脳 α「θ7η ε7zθ・ コワ3θ ωorZd1`sη τ∫πe.(678)
不幸 なのは,こ の小説 が始ま る時すでに もうMollyも 世界 もBloomの もので
ない ところにある。性の崩壊 は世界の崩壊であ る。 この挿話 に性的倒錯 が多い
のはそのためだ。
Boylanと の ζとでMollyに 罪意 識がないわけで はな い。夕方,雷 に眠 りを
醒 され た時,"theheavenswerecomingdownaboutustopunish"と彼女は
思 う。 しか しMollyはStephenのよ うにいつ まで も劣 悪な感情 に捉 われて
いない。姦淫 は世間が取 り立てて非難す るほどの悪事で はない,女 がその性 欲
を充足す るのは神の意志 に従 うことで もあ る,とMollyは 考え る。
itsallhisownfaultifIamanadulteressasthethinginthe
gallerysaidOmuchaboutitifthatsa11theharmeverwedid
inthisvaleoftearsGodknowsitsnotmuchdoesnteverybody
on工ytheyhideitIsupposethatswhatawomanissupposedto
betherefororHewouldnthavemadeusthewayHedidso
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attractivetomen(780)
彼 女は道徳や世間の 目などに無頓着で ある。彼女 は 自己の欲望 に忠実 に生 きる
だ けで善悪 の彼岸 に住 む ことができる。FrankBudgenは 次 のように云 って い
る。"Shedwellsinaregionwheretherearenoincertitudestotorturethe
mindandnoAgenbiteofInwittolaceratethesoul,wherethereareno
regrets,noreproaches,noconscienceandconsequentlynosin."81これ ほど排
他 的な世界 に住 むMollyBloomは 男性 のanimaで あ るか神話原型で あって,
具体 的な個性 を もった人物 ではない。彼女 の暗闇 の瞑想 は社会を無視 して いる
だけでな く,そ れは永遠 の現在なのであ るか ら歴史を も超えている。
だがあ くまで も事実 に固執す るMitchellMorseは,Mollyの多産性 は"sub-
normal"で あり,彼 女 は"lthaca"の 天界の問答者 が云 うように"bigwith
seed"で はな く,ビ ールで脂肪ぶ とりしてい るにす ぎな いと云 う。Morseが 直
接攻撃 してい るのは豊饒 の大地,生 命の授与者,す べての人間の母 とい うMolly
の神話で ある。彼は"Sincewhendoesanearth-goddesssneeratfecundity
andpracticecoitusinterruptus?"と嘆いてい る9)。 確か にMollyが 血を分け
た子供 は二人だけで,そ の一人 は11日 の生命 しか なか った。当時のア イル ラ ン
ドの平均 出産 率よ りか な り低 く,彼 女は妊娠 を うとま しく思 って いるの は事 実
で ある。Rudyの 死後,同 じ悲 しみ を くり返 さないために予防手段 を講ず るの
、はわれわれの常識で是認で きる。それを理 由に彼女 を不毛 の大地 と云 うの は当
を得 ない。RobertMartinAdamsが云 って い るよ うに,Mrs.Purfoyが 強
い られているよ うな"reproductivedruge"・1ま 専の多産性 を示す にふ さわ しい
表 徴 で は な い ユOl。Mollyが 死 者 を 受 け 入 れ る の は 新 た な 生 命 を 授 け る た め で あ
る 。 独 白 の 途 中 で,月 に う な が さ れ,彼 女 自 身 か ら鮮 血 が 流 れ 出 る 。Mollyは
大 地 の 豊 饒 性 を そ な え た 女 性 で あ る 。
8)Budgen,p.265.
9)"MollyBloomRevisited,"AJ血加esJoツcθ1疵sceZZα πツ,SecoπdSer`θs,
ed.,MarvinMagalaner(Carbondale=SouthenIllinoisUniversityPress,
1959),pp.139-150.
10)Szゐ 球zcε απdSツmboZ,P,42.
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DarcyO'BrienはMollyから大地の豊饒多産 を剥 ぎとるばか りでな く,彼 女
には優 しさや思 いや りなど全然 ない,下 品で金 銭 つ くの"lower-middle-class
adulteress"に すぎない。MollyのMillyに 対す る態度 には,軽 蔑 とい ら立 ち
とが混 り合 った嫉妬が あるだけで,い わゆる母性的 な ところは全然 ないと云 っ
てい る11)。 これ も一応認め ざるをえない批判 であ る。Mollyは,夫 が失意 と困
惑 に満ち たダブ リンの放浪を続 ける間に,金 持 ちの男をエ クルズ街 の自宅 に引
き入れて,不 倫の慰 しみにふ ける姦 婦であ る事実 は曲げよ うが ない。彼女 は批
判が ま しく,口 うるさい利葛 的な女だ。普通 われわれが母 に期待す る,慈 雨 の
ような愛情や ひかえ 目な態度は彼女 に無縁であ る,Jungのanimaが そ うであ
るように。地母神 は不思議 な神であ る。彼女は 自然であ り,同 時に 「恐 ろ しい
母」,"TerribleMother"で ある。 「母の もとへ帰 る」 とは死を表わす ことばで
もある。Jungは 「恐 ろしい母」は死だ けで なく自然の残酷面をもあ らわ し,し か
も人間 の苦悩 に全 く無関心で あるところか ら 死θ如 に対応すると考えて いる。
Mollyの 反対者はだれで も彼女の怠惰,だ ら しな さを糾弾す る。亭主 に運ば
せた朝食 をベ ッ トで食 べ,午 後3時 にな って も着替 を終 えない彼女 は,妻 と し
て弁 解の余地 がない。しかし,"lmtobesloochingarounddowninthekitchen
togethislordshiphisbreakfastwhilehesrolleduplikeamummywillIin-
deeddidyoueverseemerunningIdjustliketoseemyselfatit"(778)と
Mollyが 云 うように,自 然が勤勉であ ったため しがあ ろうか。勤勉 であ るべ き
は人間であ って,自 然は いつ も怠惰で扱いに くい素材であ る。
MollyはBloomの 渇望 とダプリンの男たちのエロチックな空想 か ら生 れ,夜
の瞑想の中 にだ け存在す る。 彼女 は,多 くの批評家が認め るよ うに,Stephen
やBloomに 比べ実在感 の希薄な人物で ある。S.LGoldbergは,Mollyには
い くつかの基本的で,因 襲的 な,女 性的特徴が あるだ けで,個 性的人格 た らし
め る"theodd,unpredictablemoralcontours"が完 全に欠落 して いる と云 っ
11)7ん ε σoηscε θπcθoゾ 」αmesJoツoε(Princeton:PrincetonUniversityPress,
1968),pp.201-217.
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て い る121。 わ れ わ れ がMollyに 興 味 を い だ く の は,彼 女 が"athirty-shilling
whore"13>だ か ら で は な く,彼 女 が"theindispensablecountersigntoBloom's,
passporttoeternity"141だか ら で あ る 。
(2)
Mollyは あ らゆ る豊饒神が ぞうであ るよ うに両性的である。「……大地(ガ 』
イア)は まず,自 分 と等 しく,全 地を覆 うことので きる もの,星 空(ウ ラノス)
を生 んだ 。ウラノスは至福 の神 々に対 して,永 遠 に堅固な座を奉献す ることと
な った」とヘ シオ ドスr神 統紀』にあ る。15)しか しいまは このすべての創造力を
蓄積す る両性具有神 の反対物 の一致 を例証す るつ もりはない。それは後段 に譲
って,こ こで取 りあげるのは,MarkShechnerがJoッcθ加2Wg玩`oω πで,
Phalユicmotherと い う心理学 的範疇で総括 したMollyの 両面性 と,そ れか ら
派生す るい くっかの問題で あるユ6)。
Bloomが10年 と5ケ 月18日 間,完 全な交接,"ejaculationofsemenwith一層
inthenaturalfemaleorgan"(736)を断 って いる痙 由は,Mollyに よ って
Rudyの 死後 は"wewereneverthesame"(778)と述べ られてい るだ けで確か
でない。もしか した ら真の理由は,Bloomが 母 を妻 に したため に股座 に受 けた,'
傷のせいか もしれない。BloomはMollyに 対 し常 に情熱的で はあるが不能 な
子の役を演 じている。"lthaca"の 最後でBloomが,Mollyの寝台で胎児 のよ
うに丸 くな って眠 りにつ く,"thechildmanweary,themanchildinthewomb"
(737)の 絵 は忘れ難 いが,母 の映像が一瞬 に噛して妻に変 る,"Circe"挿 話 の超
現 実主 義の演 出 も忘 れ られない。
12)S.LGoldberg,銑 ε α αss`cαi距mpθr,AS孟 ωdッ(ゾ 諏mesJoッcersひ
Zッssθs(London:Ch耳tto&Windus,1961),p.290.
13)07Brien,p.211.
14)FromaIettertoBudgen,endofFebruary1921.Lθ ε`er8(ゾ 」αmθsJoッce
1:160.
15)H6siode,跣 壱ogoπ`ε,V.126sq.trad.P.Mazon.
16)MarkShechner,Jbycθ 加1Wgん 伽 ωπ,Aj聡 ッcんoα πα`ッ``c玩q碗rッ 薦o
σZッsses(BerkeIey:UniversityofCaliforniaPress,1974),pp.195-226.
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ELLENBLOOM
(_α ρρθαrsOひ θr伽S`α`rcαSθbα πεSεθrs,αsZα π`θdcα ㍊ θS``Cた
加hθrん απ(彦απ(1crεθso麗`πsんrεZZαZαrπL.)...SacredHeartof
Mary,wherewereyouatall,atall?
rBZoom,m膿 わ伽8,ん εSの ・θsdoω πCαS`_.♪
AVOICE
(翫 αηつZ)ノJPoldy!
BLOOM
Who?`Hθ 伽cんsα 認 ωαrdsqが αbZoωc臨ms躍yJAtyour
service.(438-439)
妻を攻撃的 な神 格にす る 幽Bloomは 実際 には彼 女 を父の座 にすえているのである。
Mollyは この よ うな父親 である母,'Phallicmo3herで あ り,そ の両性 的傾
向は,攻 撃 的で 男勝 りな振舞 い とその多様 なfetishに 現 われて いる。 この男性
の資性 を もった逆説 的な女性の典 型は"Circe"挿 話 のBella/oCohenで あ るが,
それはまたJoyceの 女性 に共通に見 られ る基本的 タイプで もある。彼 女た ちは
すべて勝気で,わ が ままで,残 酷な ところがあ り,母 性的特徴 と能力をそなえ
た成熟 した女性 であ る。彼女 はMollyの よ うに口やか ま しく,支 配的な場合 も
あ る し,GrettaConroyの よ うに冷 た くよそよそ しい こともあ り,ま たBertha
Rowanの ようにどっちつかずの謎 めいた態度を取 ることもあ る。いずれに しろ彼
女 はか かあ天下 の化身で あって,罰 しまた褒美を与 える全権を握 ってい る。彼女
は保護者 であ り,懲 戒人で もある。愛することも折橿す ることもで きる。彼女 は
時 と して細 く長 い"FairTyrants"(751)の鞭 を持つが,普 通彼女 の男根 的装
飾品 はある不思議な魔力 を もつ物であ り,肉 体 の一部で あった り,そ れを覆 う
衣服で あったりす る。
Bloomが 根深 いfetishistで あ ることは αyssθsの いた るところで見る こと
がで きる。彼 は女性の毛皮や衣服,下 着 と くにズロースには,Joyceが そ うで
あったように1η,特 別 な執着を いだ いて いる。彼は妻 に最新流行の ブルーマー
17)Z撫ich時 代のJoyceが 人形のズロースを持ち歩いていたことがBudgen,PP.319
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や紫色の靴下留めを買い与 える。"Nausikaa"挿 話 では,Bloomの 関心 はGerty
自身 よりも彼 女 の 透 明 の靴 下 や 下 着 にあ るよ うだ。"Adr曝mofwell丘lled
hose_Lε ㎎・εr`θdoesit"(368).Mollyの 堅い乳 頭を もつ円錐形 の乳房 は容 易
に彼女の賛美者たちの性的な過大評 価 とな る。彼 女はBoylanとBloomが彼
女の足を凝視す るのを嫌悪 と快感 とが混 り合 った 目で見て いる。
Idontlike・ 盃yfootsomuchstillImadehimspendoncewith
myfootthenightafterGoodwinsbotchupofaconcert・so
coldandwindyitwaswellwehadthatruminthehouseto
mullandthefirewasntblackoutwhenheaskedtotakeo任
mystockingslyingo尊thehearthruginLombardstreetwell
andanothertimeitwasmymuddybootshedlikemetowa工k
inallthθhorsesdungIcouldfindbutofcoursehesnotnatural
liketherestoftheworld(745)
ここには足だ けで な く排泄物 や汚物 に対す る強 い嗜好 がある。Freudは 尿尿 に
関連 する臭 に感ず る快感 がfetishの 選択 に もつ意味 を指摘 して,汚 れ た,悪 臭
をはなつ足だ けが性 の対 象になる と云 って いる18)。 それはと もか く,Mollyが
この ようなBloomの 倒錯を受 けいれ,奨 励 さえす るのは,fetishはpenisの
代理物であ り,そ れの偏愛 は彼 女の男性 的権威 に拝脆す る ことを意味す るか ら
である。
Fetishismは 去勢不安か らの防衛で あ る,と い うのが古典的なFreudの 解釈
であ る。 したが ってfetishistは 肉体 が そ こなわれない ことを確認で きる条件
下でなければ情熱 的になれ ない。彼は自分 のpen三sを 見,手 で触れ る ことがで
きる時 にのみorgas瓢 を うる。妻 の中では クライマ ックスに達 ることがで きな
い。Penisが 消え るのは去勢 の視覚 的模倣 だか らで ある。その ためBloomに と
って夫婦生活 とは妻 の前です る自慰 め域 を出ない。 自慰 とは 自らが加害者 とな
一320に 述 べ られ て い る。Joyceのfetishismに つ い て はShechner,pp.66-70参照 。
18)ジ ー クム ン ト ・フ ロイ ト,「 性 に 関 す る三 つ の 論 文 」,『性 欲 論 』,懸 田克 躬 訳,フ ロ
イ ト選集5(東 京,教 文 社,昭 和44年),pp.40-41.
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って空想的性交を行なう,自 虐行為である。
whoisinyourmindnowtellmewhoareyouthinkingofwho
isittellmehisnamewhotellmewhotheGerma皿Emperor
isityesimagineImhimthinkofhimcanyoufeelhimtrying
tomakeawhoreofmewhatheneverwillheoughttogiveit
upnowatthisageofhislifesimplyruinationforanywoman
andnosatisfactioninitpretendingtolikeittillhecomesand
then丘nishitoffmyselfanywayanditmakesyourlipspale
(740)
Bloomは 妻 か ら 肉 体 的 に 安 全 な 距 離 を 保 ち,空 想 の 中 で 彼 女 に 激 し い情 熱 を
い だ き 続 け る 。 こ の 情 熱 は 競 争 者 が 現 わ れ る 時,ま た は そ の 可 能 性 が あ る 時 に
だ け,現 実 的 な 力 に 変 る 。 こ う して 彼 は 妻 の 愛 ば か りで な く,妻 の 不 貞 に も依
'存 す
る こ と に な る 。
す で に 承 知 の 通 り,Boylan-Molly-Bloomの関 係 は ご く一 般 的 なoedipus状
況 の バ リ エ ー シ ョ ンで あ る 。母 を 演 じ る 妻 と子 で あ る 夫,そ して 欠 くべ か ら ざ る
裏 切 者 の 兄 弟 。 αyssθsの 愛 情 関 係 は,StephenDedalusがShakespeareの私
生 活 か ら導 き だ し た 理 論 で 図 式 的 に 示 さ れ て い る 。"ScyllaandCharybdis"挿
話 に お け るStephenのShakespeare論は,U砂ssθ8の ド ラ マ の 理 論 的 中 核 と考
え る こ と が で き る 。WilliamM.SchuteはJoッcθαπds肱 飽spθ αrθで,Shake-
speareもBloomも男 勝 り の 女 に"overborne"さ れ,女 児 が 生 れ る の で,余 儀
な く結 婚 した 男 た ち で あ る と して,そ の 類 似 点 を あ げ て い る ま9)。両 者 と も 恋 愛
で 優 位 に 立 っ 自信 を 失 い,"DarkLadies"の存 在 で 無 力 化 さ れ,妻 の 二 度 目 の
出 産 後 は 性 交 を 断 ち,息 子 の 死 後,父 と被 相 続 者 と を 失 っ た 。 二 人 と も妻 を 奪
っ た 精 力 絶 倫 の 男 に 強 く こ だ わ り な が ら,正 常 な 状 態 に 復 帰 す る 努 力 を しな い
寝 取 られ 男 で あ る 。 彼 等 は 苦 痛 を 噛 み し め な が ら満 足 を う る た め に 家 に 帰 る 。
共 に 激 しい 情 熱 と 近 親 相 姦 的 傾 向 を 持 つ 点 で ユ ダ ヤ 人 的 で あ る 。
姦 淫 と は,Stephenが 云 う よ う に,他 の 男 に 妻 を 与 え る こ と に よ り,そ の 罪
19)WilliamM.Schute,JoッcεαπdSん αたespθαre」AS砒dッ`π6んe1馳 αηεπg(ゾ
σ砂sses(New層Haven:YaleUniversityPress,1957),pp.121-135.
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に 自 らも加担 して いるが ゆえに,原 罪であ る(212)。 姦淫 を求め る者は,・父親
の役割を果すべ き欠 くべか らざる競争者 と協力 して,も と もと母親 に関連 させ
ていた愛の条件を妻の中 に再構築す るのであ る。 この 目的の ためにBoylanは
慎 重に選ばれてい る。彼はMollyの"hole"を埋め る"bigredbruteofa
thing"(742)以 外のいかな る人格 も与え られて いない。 しか し,Bloomの 幼
児的な理想はMollyの 姦 通 によっては じめて実現す るというのは,二 人 に とっ
て破局的 な試練で あ る。Bloomは,深 層の心理が裏返 しに され る"Circe"の
劇場で,Bella/oCohenの 姦 淫の告発 には耐え ることがで きる。それ は彼が定
めた規則 に従 ってゲームをす るような ものであ る。彼の理想主義の構図が危 う
く完成 しかけるの は,Nymphに よるPlatQnicloveの 哀訴であ る。彼は その牧
歌的な美に屈 し立 ち上が ろうとす る時,ズ ボンの後 ろボタンが飛んでいつ もの
用心深い現実 的なBloomに もどる。
一 方,Mollyは 彼女のPhallicmotherの 命 じるまま,あ の逆説 的な保護者
的攻撃を加 え るだけだ。
111puton皿ybestshiftanddrawerslethlmhaveagood
eyefuloutoftha.ttomakehismickystandforhimIlllethim
knowifthatswhathewantedthathiswifeisfuckedyesand
damnwellfuckedtoouptomynecknearlynotbyhim50r6
timeslhandrunningtheresthemarkofhisspunkontheclean
shee七Iwouldηtbo古hertoevenironitoutthatoughttosatis-
fyhimifyoudontbelievemefeelmybellyunlessImadehim
standthereandputhimintomeIveamindtotellhirnevery
scrapandmakehimdoitinfro鍛toflneservehimright(780)
B正oomを 情熱的 にす るには,彼 に とって最 も屈辱 的な処 罰を加 えるよ り外 に方
法 がない と思 って いる。彼女 の意 図は,彼 女の ことばほ どあばずれて いな い。
Boylanの 桃 と酒瓶 が入 った豪華 な贈物 より,Bloomの8本 のけ しの花が忘れ
られないMollyは,彼 女 の夫 と同 じ位 い夢想家 であ る。空想 の中でエ ロチ ック
な夢 を紡 ぐMollyは,現 実 では一度 の不貞 に興奮 す る忠 実なPenelopeで あ る。
102 人 文 研 究 第66輯
それ ばか りでな く実際 に夫 を裏切 ったMollyは,空 想 の中でBloomを 守 り,
彼 の復讐 をす るので ある。彼 女はBoylanを 恋人 に与 えて下 さった ことを神 に
感 謝す る,次 の密会 が待 ち遠 し くて しかたがない と云 うが,"Poldyhasmore
spunkinhim"(742)とBloomの精 力を認 め,Boylanは 礼儀知 らず で,教 養
が ない と退 けて しま う。
nothatsnowayforhimhashenomannersnornorefinement
nornonothinginhisnatureslapPingusbehindlikethaton
mybottombecauseIdidゴtcallhimHughtheignoramusthat
doesntknow戸oetryfromacabbage(776)
こう してJohnHenrγMentonは"bigstupo"♂こ,BenDollardは"balmy
ballocks"に,そ して馬 車 の中でMollyを 弄 んだ と云いふ らすLenehanは
"thatsponger"に 財 め られ る。CityArms時 代のBloom家 の事情 を酒場の話
題 に して興 じるPisserBurkeに は,"youvomiteabetterfacetherewasno
Iovelostbetweenus"(765)ということばが投げつ け られ る。"lthaca"で
Bloomの 理性 によって処理 され牟Mollyの 求 婚者 たちは,彼 女 によ って とど
めを差 され るのであ る。
われわれ は大 いそぎでMollyの 役割を見て きた。Mollyは と りわけPhallic
motherで あり,幼 児的崇 拝 の理想 で あ る。Boylanは 彼 女 の 肉 体 を取 り,
Bloomは 主 と して その上 に纒 う もの を取 る。彼 女 は姦 婦であ り,よ き妻 であ
る。Bloomの 裏切 り者 であ り,彼 の復讐者 である。 そ してな によ りもBloom
がその永遠 の旅のパ スポー トに必要 な裏印で ある。 しか しこれ らの地位は彼女
が努力 して勝 ち得 た もの ではない。彼女 はただ存在す るだ けで行動を禁 じられ
て いる。彼女の心理 はその皮膚 と同 じ厚 さ しかない。Shechnerが 云 うよ うに,
Mollyは その心理が 内面か ら描かれて いる人物ではないのであ る20)。彼女 は動
物の ように素朴 な自己愛 に従 って 自分 に必 要な ものを手 に入れ るだけである。
彼女 は誰れ よ りも自分 自身 を愛 してい る。
20)Shechner,p.206.
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IbetheneversawabetterpairofthighsthanthatloQk'`how
whitetheyarethesmoothestplaceisrighttherebetweenthis
bitherehowsoftlikeapeacheasyGodIwouldntmindbeing
amanandgetuponalovelywoman(770)
Isupposeitsbecausetheyweresoplumpandtemptinginmy
shortpetticoathecouldntresisttheyexcitemyselfsometimes
itswellformenalltheamountofpleasuretheygetoffa
womansbodyweresorohndandwhiteforthemalwaysI
wishedIwasonemyselfforachangejusttotrywiththat
thingtheyhave『wellinguponyousohardandatthetimeso
soft(776)
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この無心 の自己愛 によって,男 性で もある逆説的女性Phallicmotherは,あ
の創造神 のよ うに,あ らゆ る要素 を 自らの内に含み うるのだ。
(3)
JosephC.Voelkerは,Joyceの女性観,と りわ けMollyIBIoQmの 広大 な可
能性をひめ る反 対の一致,及 び動物的な反知性主義 が,GiordanoBrunoの自
然観 に もとつ くとい う興味深 い立証 を行 って いる。彼の論拠は1903年 に,J.
LewisMclntyreのG`or面πoBr膿oの 書評 をJoyceが ダブ リンのDα 吻
翫prθssに 掲せてい ることにあ る21)。 勿論,Brunoは ニ コラウス ・クザーヌス
'の 影響下 にあ る。 クザ ーヌス は神 の 本 質 は対 立 の一 致(coincidentiaopp(ト
sitorum)を 最 も妥 当な定義 と考 えていた。両性具有の シ ンボル は,Elladeが
云 うように,久 しい昔か ら対極的,敵 対的原理の神におけ る逆説 的共存 を意味
したばか りでな く,「 全体性 」 もしくは 「絶対」 とわれ われ が呼 んで いるもの
を も意味すべ く用 いられて きた。蛇(地 下の闇 と未顕現の シンボル)と 鷲(太
陽 と光 と顕 現の シンボル)と の結 合は,図 像や神話 の中で,全 体性の神秘 ある
いは宇宙的統一 の神 秘を表わ してい る。対 極性 と対 立の一致 の概念 は,哲 学的
21)JosephC.VoeIker,"`Natureitis':TheInHuenceofGiordano.Brunoon
JamesJoyce'sMollyBloom,1'」α肌esJoッcθ α α吻rZッ14(Fall1976),39-
48.
104 人 文 研 究 第66輯
思弁のはじめか ら体系的に用いられてきたが,そ れらの概念を漠然と表わ した
シンボルは,批 判的反省の所産ではなく,存 在的緊張の結果なのだ22)。すでに
カオス
引用 したヘシオ ドスによって伝え られ た伝承 によれば,「渾沌」(中性)か ら
禧 薫」(中性)とF菱 」(女 性)が 生まれた。「美施」は独力で星の ちりばむ
ウ　ラノス
「天空」を産んだ。 この単性生殖は両性具有を意味 している。それはあらゆる
力,そ れゆえに対立する対,例 えば渾沌と形態,闇 と光,潜 勢と顕現,男 と女
などを包含 している原初の全体性の神秘的表現である。
Mollyの 辻褄の合わない独白は中世の形而上学を経て,ギ リシヤ最古の神々
へ通 じている。われわれの直接的な体験,具 体的,歴 史的,人 間存在において
は,善 と悪は対立 し,人 間は善を追求 し,悪 と戦わねばならない。永遠の中に
あって真なるものは,暗 闇の中にあって真 とは限らない。世界は原始の統一の
決裂によって出現 した。Stephenは 対立する矛盾に苦 しめ られ,Bloomは 多義
性の迷路をおぼっかない足どりで歩いているとしたら,Mollyは 矛盾などおか
まいな しに,む しろ気付かずに自分の水路を流れていく。彼女は常に自己の必
要 しか意識 しない,そ れが本質的に自然の仮借ない論理であっても。彼女は生
きるための理由を求めない。生きて存在す るという彼女自身の貧欲な動物的衝
動以外に存在理由を要 しないpこ のような素朴な要求によって反対を結合 し,
矛盾を廃棄できるのであるから,彼 女は完全である。人間の完全性とは裂け目
なき統一のことである。
彼女自身 「夜」の 「渾沌」と 「暗黒」であるMollyは,矛 盾を意識 しない。
Bloomは プランを立て計画す る。彼女はなにも期待 しない。彼女はあらゆる主
題に瞬間的要求に従 って瞬間的立場を取るだけだ。 したがって彼女の内的独白
の表面は,無 数の対立的意見や気分がぶ っかり合って独特な活力を瀕 らせてい
る。彼女はMillyの 行儀が悪いと腹を立てたかと思うと,す ぐ気分を直 して,
自分だ ってあの年代は同 じだ った と理解 あるところを示し,悪 いのはすべて
Bloomだ と云 う。Mollyは 女中のMrs.Flemingが 嫌いで小さな失敗にいち
22)ミ ルチャ。エリアーデ,r悪 魔と両性具有』,宮治昭訳,エ リアーデ著作集6(東
京,せ りか書房,1974),pp.102-167。
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い ち小 言 を い う が,そ れ ら は す べ て"ofcourseshesoldshecanthelpit"で帳
消 に な る 。 彼 女 は 自 分 の 生 理 的 要 求 に は す こ ぶ る 率 直 で あ る の に,兵 士 た ち の
露 出 趣 味 や 男 便 所 の 汚 稔 は 許 す こ と が で き な い 。 ま た,彼 女 自身 を さ ら け だ し
て"afewsmuttywordssmellrumporlid二myshit"とつ ぶ や くMollyは,
"OthatawfuldeepdowntorrentOandtheseatheseacrimsonsometimes
likefireandtheglor三〇ussunsetsandthefigtreesintheAla皿edagardens
yes..."(783)と 最 も 美 し い 叙 情 詩 を 歌 う こ と もで き る 。 次 の 例 で は 男 性 に 対 す
る 羨 望 と軽 蔑,女 性 に 対 す る賞 賛 と憎 悪,夜 の 危 険 と安 らか な 静 寂 と が 一 気 に
語 られ て い る 。 噛
showthemattentionandtheytreatyoulikedirtIdontcare
whatanybodysaysitdbemuchbetterfortheworldtobe
governedbγthewomeninityouwouldnt .s㏄ 斑omengoing
andkillingoneanotherandslaughteringwhendoyouever
seewomenrollingaroullddrunkliketheydoorgamblingevery
pennytheyhaveandlosingitonhorsesyesbecauseawoman
whatevershθdoessheknowswheretostop_Iwonderwhyhe
wouldntstaythenightIfeltallthetimeitwassomebody
strangehebroughtininsteadofrovingaroundthecitymeet-
ingGodknowswhonightwalkersandpickpocketshispoor
motherwou .ldhtliketh駐tifshewasaliveruininghimselffor
lifeperhapsstillitsalovelyhoursosilentIusedtolove
cominghomeafterdancestheairofthenighttheyhave
friendstheycantalktowevenoneeitherhewantswhathe
wontgetoritssornewomanreadytostickherknifeinyouI
hatethatinwomennowondertheytreatusthatwayth宇ydo
weareadreadfullotofbitchesIsupposeitsallthetroubles
wehavemakesussosnappyImnotlikethat(778-779)
彼女の意見や気分が対立 しているばか りでなく
なのが次の例に見ることができる。
,彼 女の発想法自体が対立的
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flowersofallsortsofshapesandsmellsandcloursspringing
upevenoutoftheditches(781-782)・
thatwasanexceptionalmanthatcommonworkman(748)
JamesVanDyckCardは"`Contradicting':TheWordfor`Penelope"'で,
こ の よ う な 対 立 的 表 現 を 収 録 し て い る が,Cardは ま た 別 の 論 文 で こ の 挿 話 に
はupとdown,i職 とoutと い っ た 更 に 小 単 位 の 言 語 上 の 対 立 が あ る こ と を 例
示 して い る23)。
Cardが 立 証 し ょ う と して い る の は"Penelope"に 見 られ る 変 化 の 統 一 で あ る
が,Mollyは 絶 え ず 変 化 しな が ら常 に 一 定 で あ る 。 な ぜ な ら彼 女 は 自 分 の こ と
しか 考 え な い か ら だ 。 彼 女 の 自 己 中 心 的 傾 向 は 性 や 流 行 に 関 す る と き 最 も 明 ら
か で あ る 。MollyはStephenを 恋 人 に と 思 う と き,"Isupposehes200rmore
Imnottoooldforhimifhes230r24"(775)とStephenの年 齢 を 実 際 よ り多
く勘 定 す る が,母 性 的 気 分 に な る と"Isupposehewasasshyasaboyhebeing
soyounghardly20"(779)に変 る 。Mollyは 次 の コ ンサ ー トの た め に"Ill
changethatlaceonmyblackdresstoshowoffmybubs"(763)と挑 発 的 な
衣 裳 計 画 を 立 て る が,同 じ こ と をMrs。M'Coyが す る 場 合 は,"andherold
greendresswiththelowneckasshe.cantattractthemanyotherway"(773)
だ と軽 蔑 す る 。Mollyは 性 を"onlynature"と考 え て い る の で,女 性 が ブ ル ー
マ ー を は い た り 自 転 車 に 乗 っ た り す る の は 礼 節 に 反 す る と い うMrs.Riordan
や 司 祭 を,わ か ら ず や の 頑 固 者 だ と 非 難 す る 。"thaセoldBishopthatspoke
offthealtarhislongpreachaboutwomans.higherfunctionsaboutgirls
nowridingthebicycleandwearingpeakeapsandthehew噛w6manbloomers
Godsendhimsenseandmemoremoney"(761).一見,Mollyは 女 性 の 性 や
服 装 に つ い て 進 歩 的 な 自 由 思 想 を も っ て い る よ う に 思 え る 。 しか し こ れ らの 自
由 はMolly一 人 に 許 さ れ る 特 権 で あ っ て,女 性 全 艦 に 当 て は ま る と は 考 え て
23)JamesVanDyckCard,"`Contradicting':TheWordfor`Penelope,'"JJQ,
11(Fa111973),17-25;"TheUpsandDo宙ns,InsandOutsQfMollyBloom:
PatternsofWordsin`Penelope,'"JJQ,19(Winter1982),127-139..
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い な い 。 同 じ こ と を 他 人 が す る とMrs.M℃oyの 場 合 の よ う に ふ し だ ら で 無
作 法 に な る 。Mr.Bloomの よ う な 男 が い つ も"thoseblazenfacedthingson
thebicycleswiththeirskirtsblowingup七〇theirnavels"(746)を見 て い る 。
MollyはMillyの 不 品 行 も 黙 っ て い ら れ な い 。"ridingHarryDevansbicycle
atnightitsaswellhesentherwheresheisshewasjustgettingoutof
boundswantingtogoontheskatingrinkandsmokingtheircigarettes"
(766).こ れ は 中 産 階 級 の 保 守 的 な 良 識 を 表 わ して い る よ う に 見 え る 。 しか し,
Millyに 対 しMollyが い だ い て い る の は 母 親 的 な 気 づ か い や,保 護 者 的 な 感 情
で は な く,彼 女 の 若 さ に 対 す る嫉 妬 で あ り,判 断 基 準 は 彼 女 の エ ゴ以 外 に な い 。
こ の せ ま さ が 様 々 な こ っ け い な 矛 盾 と な っ て 現 わ れ て い る の だ 。 彼 女 は ラ イ バ
ル の 歌 手,KathleenKeamey,"andherlotofsquealers,""lotofsparrow-・
farts"の こ と を 考 え て,"1etthemgetahusband丘rstthats丘ttobelooked
at"だ と 云 う が,そ の 四 行 あ と に"IcouldhavebeenaprimadonnaonlyI
marriedhin1"(763)とくや しが る 。、
こ の よ う なMollyの 矛 盾,対 立 が 発 条 と な っ て,Adamsがσ砂Ssθsの ど の
文 体 よ り"resilientandself-generating"だと い っ た24},"Penelope"の散 文
を 回 転 さ せ る の で あ る 。 彼 女 は あ ら ゆ る 要 素 を 自 分 の 周 囲 に 集 め,"bottom,"
"yes
,""because,"``women"とい っ た 特 別 な 語 を 様 々 な 文 脈 で く り返 しな が ら,
"thehugeearthbal1"のよ う に ゆ っ く り と 着 実 に 回 転 して い る 。 こ の 挿 話 は 永
久 性 の 表 徴 で あ る8ケ の"sentences"か ら 成 り,yesで は じ ま りyesで 終 る と
こ ろ か ら,循 環 的 と 呼 ぶ の が 一 番 ふ さ わ し い 。Bloomが 遅 く帰 宅 して 朝 食 を 求
め る の は 病 気 で は な い か と 気 づ か う 冒 頭 の 部 分 は,"spinningEarth"25,の特 徴
が よ く表 わ れ て い る 。 も と も と 長 い 文 は,Mrs.RiordanとBloomと に 対 す る
そ れ ぞ れ 相 立 す る意 見 が 弾 み 車 と な って,従 属 節 を 加 え る た び に 前 へ 前 へ と 進
24)RobertMartinAdams,JdmθsJoンce'σomπ しoπSθ πseα πdBθ ッoηd(New
York:RandomHouse,1966),p.168.
25)PhillipF.Herring,ed.,Joッcers"〔 ノ砂s8es"Noε θsんeθ`s加 εんeBr`ぬh
ハ砲sθ ωm(Charlottesville:UniversityofNorthCarolainaPress,1972),p.
515.
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んで い く。
Yesbecauseheneverdidathinglikethatbeforeasasktoget
hisbreakfastinbedwithacoupleofeggssincetheα妙!隻rηzs
hotelwhenheusedtobepretendingtobelaidupwithasick
voicedoinghishighnesstomakehimselfinterestingtothat
oldfagggtMrsRiordanthathethoughthe算adagreatlegof
andsheneverleftusafarthingallformassesforherself
andhersoulgreatestmisereverwasactuallyafraidtolay
out4dforhermethylatedspirittellingmeallherai正ments
shehadtoomucholdchatinheraboutpoliticsandearth-
quakesandtheendoftheworldletushaveabitoffunfirst
Godhelptheworldifallthewomenwerehersortdownon
.b孕thingsuitsandlownecksofcoursenobodywanちedhertowear
Isupposeshewaspiousbecausenomanwouldllookathertwice
IhopeIllneverbelikeherawondershedidntwantusto
coverourfacesbutshewasawelleducatedwomahcertainly
andhergabbytalkaboutMrRiordanhereandMrRiordan
thereI$upposehewasgladtogetshutofherandherdog
smellingmyfurandalwaysedgingtogetupundermypetti-
coatsgspeciallythenstillIlikethatinhimpolitetoold
womenlikethatandwaitersandbegεarstoohesnotproud
outofnothingbutnotalwaysifeverhegotanythingreally
seriousthematterwithhimitsmuchbetterforthemgointo
ahospitalwhereeverythingisclean...(738)
はなばな しい文体上 の実験 を行 った後 に,Joyceは,句 読点 をすべて取 り除 く
とい う単純ではあるが奇想天外 な手段で,夜 の増殖性 と渾沌 を45ペ ージにわ た
って作 り出 した。MollyはF伽 ¢gαπs陥 舵 の リヒィー河 の神話的象徴で ある
A聡naLiviaPlurableの 前 身であ る。彼女 はその猛烈 な,喜 劇的な食欲で花 も
汚泥 も,天 も地 も,す べ てを飲 み込 み,押 し流す ばか りで,立 停 って反省 した
り,意 味を限定 した り,説 明を加 えた りす るような ことはない。
,
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矛盾 した辻棲の合わ ない ことを述べて い くMollyは 本質 的に喜劇的で あ り,
実際 おか しいので あるが,彼 女 は笑 いを知 らない。喜劇 には,対 象か らはなれて
複 眼的に観察 し,微 妙 なず れを認知 する俊敏 な知性が必要 である。Mollyが 具
現 してい るのは創造 に先立 つ未分化 の統一,始 源 の充 溢であって,Stephenを
引 き裂 き,Bloomを 困惑 にお としめる知性 は彼女 には無縁 である。彼女は簡単
な数 学がで きない,抽 象概 念を用いる ことが できない,正 しく文字 を書 くこと
がで きない("yoursadbereavementsympathyIalwaysmakethatmistake
andnewphewwith2doubleyous,"758)。Bloomが聞きか じった多 くの知的
分野で,彼 女が尊敬す るのは生 理学,と い うよ りも"alotofamixedupthings
especiallyaboutthebodyandtheinsides"(743)だけである。政治 ほど嫌
いな ものはない。自然 の近 くにい るMollyは 動物の方が,人 間よ りま しだ と思
ってい る。"thosecountrygougersupintheCityArmsintelligencethey
hadadamnsightlessthanthebullsandcows"(758).Mollyが矛盾と相
対が支配す る世界 を超 えるのは,知 的生命 を持 っていないか らで ある。彼女 は
対立を超脱 しょうとか,個 別的状況を捨 象 して形 而上学的認識 に到 ろ うなど考
え ない。彼女 は自分の生存のみを考え,自 分な りに感 じる。 そ して周囲に反映
す る自分の姿 を見 るだけだ。Mollyは われわれすべて を支え る反理性的な感覚
を表わす,つ ま り人生 がいか に荒涼 と思 えよ うとわれわれ を生か し続 ける肉体
だ 。
最 も理解力の あるJoyce硬 究者の中に もMollyの 動 物的な反理性主義が受
けいれ られない人々がい る。Kennerは,σZッssθsを"comicinferno"と考 えて
い るのだが,Mollyの 最後の有名 な"yesIsaidyesIwillYes"(783)は"au-
thorityoverthisanimalkingdomofthedead"だと云 っている26)。"Penelo-
pe"に は構 造上 の破綻があ ると考 えてい るGoldbergはMollyの"Yes"は"No"
とも読 め るとい って いる27}。 しか し二 人と も立場 はそれぞれ異 るが,Mollyが
あ る女性原理の象徴 であ ることは否定 していない。Bloomが 霊 魂の永遠性 を表
26)Kenner,p.262.
27)Goldberg,p.299.
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わ し,Stephenが 精神 の永遠 性を表わす とした ら,Mollyは 肉体 の永遠性 を表
わす。彼女は女性で あ り自然であ って,本 質的 に気 ま ぐれで,一 貫性 よ り永続
性 を望み,絶 えまない流 れにつれて次か ら次へ と形 態を変える。彼女 の態度 は,
表面上,非 論理 的に見え るが,自 我の要求 に完全に一致 し,彼 女には分裂 がな
い。なぜな ら宇宙のすべ てが彼女のためにあ り,太 陽は彼女のために輝 くと思
って いるか らだ。"yeshesaidIwasaHowerofthemountainyessoweare
aowersallawQmansbQdyyesthatwasonetruethinghesaidinhislife
andthesunshinesforyoutodayyesthatwaswhyIlikedhimbecauseIsaw
heunderstoodorfeltwhatawomanisandIknewIcouldalwaysgetround
him"(782).Bloomが 太陽で あると した ら,Mollyは 大地 だ。すべての文明が
築 きあげ られ る基本 となる素材 だ。その母胎 に死者 が埋葬 され るの は,死 者 が
そ こで休息 し母な る大地の神聖性 のおか げで,再 び生命 を うるためで ある。
Mollyを 一個の独立 した人物 と考 えるのは この小説 における彼女 の役割 を誤
解 す ることになる。彼女 が示す矛盾や対立 は 自然 主義の レヴェルで解決 で きる
ものではない。彼女 は女性原 理であ る。対立 が抗争 す ることな く共存 し,多 様
が神 秘的統一 の様相 を形成 す る原初の女性 によ って例 証 され る原理で あ る。彼
女の性 は彼女 を 自然 と一体化 す る。すべ てを受 けいれ,産 ませ,実 らせ,そ し
てすべてに"yes"と い うMollyは 一切 の生命 のは じめにあ り終 りに存 す る大
地の象徴であ る。
